
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何が便利なの？ 

利用方法は 

通話について 

利用料金など 

年・冬号

表紙写真：災害救援専門ボランティア研修会より 
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能登半島地震での支援活動の経験            災害救援専門ボランティア研修会 

11 月 10 日（日）、きら

めきプラザ 301 会議室で災

害救援専門ボランティア研

修会を開催し、36 人の参

加がありました。9 月 1 日

開催予定でしたが台風 10

号接近により延期になっていたものです。講師

は、県庁疾病感染症対策課の森本健介（もりもと

けんすけ）氏。保健師の資格をお持ちで、過去、

新潟中越沖地震や東日本大震災などでも支援活動

のために県から派遣された経験がおありです。 

テーマは「能登半島地震での支援活動の経験」

で講師は今年の 1 月 6 日から 13 日まで石川県珠

洲市で岡山県チームのリーダーとして支援活動に

従事されています。講演は避難所や支援活動の実

態・問題点などを資料・写真を使ってご説明いた

だきました。チームで支援する場合、チームワー

クや安全管理の知識が重要だが、現場では、野外

キャンプのテント張りや、コマ回し・折り紙など

趣味や娯楽の技能が大いに役立つというお話が印

象に残っています。参加者からは被災者への寄り

添い方や避難所での聴覚障害者の対応などの質問

があり、講師は自らの思いも含めて回答されてい

ました。 

講演後は、定番となった遠隔通訳の実施訓練を

行いました。今回初めて手書き要約筆記の遠隔訓

練をしました。OHC をパソコンに接続すれば手書

きノートテイクを利用者に表示することができま

す。パソコン画面で文字の大きさや行間、表示さ

れる範囲を確認しながら筆記しました。 

過去 3 年間でオンライン通訳の訓練はほぼ全員

に経験していただけたのではと思っています。今

後も実際の災害時を想定して遠隔訓練に取り組ん

でいきたいと思います。 

 

 

11 月 2 日（土）、センター研修室で第 9 回文化

講演会を開催し、26 人の参加がありました。講

師は、総社市観光プロジェクト課にお勤めの間所

克仁（まどころかつひと）氏。平素は文化財専門

職として、古墳や埋蔵文化財の調査・保護や出土

品の企画展開催などの仕事をされています。今回

は桃太郎伝説に出てくる鬼ヶ島のモデルになった

と言われる「古代山城 鬼ノ城（こだいやまじろ 

きのじょう）について」ご講演いただきました。 

講演は桃太郎伝説の元になった温羅伝説（うら

でんせつ）から始まりました。鬼ノ城を拠点に乱

暴狼藉を働いていた温羅を、ヤマト政権から派遣

された吉備津彦命（きびつひこのみこと）が退治

する物語です。鬼ノ城の麓には温羅伝説にちなん

だ旧跡が多々残っています。矢喰宮（やくいのみ

や）、血吸川（ちすいがわ）、鯉食神社（こいくい

じんじゃ）など。ちなみに、伝説では、矢喰宮は

吉備津彦命と温羅の放った矢が空中でぶつかって

落ちてきた場所、温羅の左目に矢があたり温羅の

目から流れ出した血が血吸川を赤く染め、鯉に化

身した温羅が鵜に化身した吉備津彦命に食われた

場所が鯉食神社とされています。温羅伝説は何度

聞いても不可思議で途方もないような物語です

が、その中に隠された史実をあれこれと考えてみ

るのも面白いのかも知れません。ちなみに、吉備

の中山の山上にある中山茶臼山古墳は吉備津彦命

のお墓であるとされています。 

さて、考古学・歴史学では鬼ノ城は飛鳥時代に

国内の防衛を目的に作られた古代山城と考えられ

ているそうです。当時、日本・百済連合軍は朝鮮

半島で唐・新羅連合軍と対立しますが敗れてしま

い、その防衛策として鬼ノ城のような山城が西日

本各地に造られたとのこと。ただ、鬼ノ城周辺で

は戦闘の痕跡は見つかっていないし、それどころ

か城内では武器庫さえも発見されていないそうで

す。唐・新羅の日本への侵攻はなかったのか？ 

鬼ノ城の西門は復元されて当時の姿を目の当た

りにすることが出来ます。また、そこからの眺望

は素晴らしくお勧めの観光スポットです。 

講演後参加者から、古代山

城は大陸の影響を受けている

のか？鬼ノ城以外の古代山城

でも武器庫は見つかっていな

いのか？などたくさんの質問

が出され、盛り上がりのある

有意義な講演会でした。 



 

 

 

主催・申込・問合せ 岡山県聴覚障害者センター 

FAX 086-224-0236 電話 086-224-0221 E-mail okatyo@kirameki-plz.com 

いずれも手話通訳・要約筆記つき。参加費は無料です。悪天候等の状況により

中止又は延期となる場合がありますので、センターの HP をご覧ください。 

 

災害救援専門ボランティア研修会 

聴覚障害者と支援者の災害時の備え～ “聞こえない” を救いたい ～ 
防災士として啓発活動に注力されている大阪聴力障害者協会の笹川氏をお迎えし、自助・共助と

して知っておくべき災害時の備えについて学びます。 

●日 時：令和 7 年 1 月 12 日（日）13:30～16:00 

●場 所：きらめきプラザ 4 階 401 会議室 

●内 容：①講演「聴覚障害者と支援者の災害時の備え ～ “聞こえない” を救いたい ～」 

  講師 公益社団法人大阪聴力障害者協会 常任理事 笹川 和廣 氏（防災士）  

②遠隔通訳の実施訓練 

●対象者：登録手話通訳者、登録要約筆記者、聴覚障害者、聴覚障害者の福祉や防災に関心のある方 

 

 

 

岡山県聴覚障害者センターでは、どなたでも参加できる手話サークル「みんながきらめく手話の

会」（略してきら手話）を毎週木曜日に開催しています。きら手話では、手話の学習や手話での会話を

楽しみながら手話を学びたいという意欲を育てています。また、聞こえない方の参加も多数あり、身

近な生活のことや体験談などの貴重な話も教えていただけます。季節の行事では、春にはお花見、冬

にはクリスマス会などを企画して交流を深め、仲間と一緒にコミュニケーション能力を高めることが

できます。手話に興味のある方は一度見学に来てみてください。ご参加お待ちしています。 

 

●開催日：毎週木曜日 

●時 間：午前 10時～12時 

●内 容：手話を介した交流・学習会 

●対 象：手話に興味をお持ちの方 

イ ベ ン ト 
お知 らせ 

岡山聾学校小学部 5 年の児

童と引率教員合わせて 4 人

が 11 月 29 日に校外学習

で来所しました。振動式目

覚まし時計など便利グッズ

を体験しました。 

学校教育との連携 

令和 7年もどうぞよろしくお願いいたします。 

講座が終わりました 

●手話通訳者養成講座 

【応用課程】岡山会場が 11 月 9 日に終わり 10 人、高梁新見会場が

12 月 1 日に終わり 9 人がそれぞれ修了しました。 

【実践課程】11 月 10 日に終わり 9 人が修了しました。 

●要約筆記者養成講座 

要約筆記者養成講座が 12 月 8 日に終わり 19人が修了しました。 



あい ライブラリー情報 

    新着 DVD 字幕入り DVD が入荷しました。ぜひご覧ください。  

●「わ・す・れ・な・い 映像教訓 巨大地震から生き延びる」 （フジテレビ 59 分） 

 東日本大震災 10 年を機に発足した NHK と民放 5 局による「6 局防災プロジェクト」の参加番組のひ

とつ。巨大地震の揺れに注目し、どうすれば命を守ることができるのか映像検証を通して考える。 

●「ろうの演出家 米内山明宏さんをしのんで」 （NHK 30 分） 

日本ろう者劇団を立ち上げ、聞こえる人も聞こえない人もともに楽しめる演劇を模索してきた。日本手

話やろう文化を聴者に伝えるため、長年にわたり手話の指導も行い、ろう文化の発展に大きく貢献した米

内山さんの活動を紹介する。 

●「名探偵コナン 宮野明美のタイムカプセル（前編）（後編）」 （読売テレビ 各 25 分） 

帝丹小学校の卒業生・宮野明美が埋めたタイムカプセルを探すことになったコナンたち。暗号を解きな

がらヒントとなる文字を見つけていくが、コナンは何者かがタイムカプセル探しを妨害していると考える。

コナンは灰原のために、姉の明美が残した手紙を手に入れることができるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

聴覚障害の方に手話で情報発信する動画（字幕入り）の配信

をはじめました。センターのホームページ（右下の QR コード

を読み込むか、TOPページ－[映画・動画]－[手話で情報発信]）

もしくはセンターYouTube チャンネルで見ることができます。

現在、5 本の動画を配信しています。今後も随時、新しい動画

を配信しますのでぜひご覧ください。 

 

●第 1 回 令和 6 年 4 月 1 日から合理的配慮の提供が義務化されました！ 

●第 2 回 障害者割引された乗車券がネット予約可能になりました 

●第 3 回 関係団体の紹介① 公益社団法人 岡山県聴覚障害者福祉協会 

●第 4 回 全国初 岡山県内すべての自治体で手話言語条例が成立 

●第 5 回 手話言語の国際デー～手話普及とろうあ者の権利のための記念日～ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

今年も残すところあと少しになりました。皆さんにとって 2024 年はどんな年だったでしょうか。

世相を反映した今年の漢字は「金」でした。パリオリパラや政治の裏金問題から「金」が選ばれた 

そうです。裏金問題はさておき、パリオリパラではアスリートの活躍に勇気と感動をもらいました。そして、ス

ポーツの持つ力を改めて実感することができました。来年はいよいよデフリンピックです（開催期間：2025 年 

11 月 15 日～11 月 26 日）。日本開催はなんと初！東京都内を主会場に、全 21 種目の競技がおこ

なわれます。70～80 の国と地域から、約 3,000 人の選手が参加する予定とのこと。世界各国の

注目を集めるこの大会を成功させるために、私たちも岡山から盛り上げていきましょう！ 

開館カレンダー 

◆開館日  月・水～金曜日 9時～19時 

 土・日曜日 9時～17時 

◆閉館日 毎週火曜日、国民の祝日、火曜日

が祝日の場合その翌日も休館 

※年末は 12月 27日（金）まで開館し、 

年始は 1月 5日（日）から開館します 
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 “手話で情報発信” をはじめました 


